区民施設の地域利用等に関する協定書　（案）
　　大田区（以下「甲」という。）と　○○○○○（以下「乙」という。）とは、大田区開発指導要綱第19条（区民施設）の規定に基づき、乙が建設した建築物内の区民施設（以下「集会室」という。）の利用等について、次のように協定を締結する。
　（集会室の地域利用）
第１条　乙は、地域住民の福祉向上のために、集会の場として、集会室を地域の公共的団体等の利用に供する。
　（集会室の名称）
第２条　乙が地域利用に供する集会室は、次のとおりとする。
　　　名　 称　○○○○集会室
　　　所在地　東京都大田区　　　　丁目　　番　　号
　　　面　 積　　　　　　　 ㎡
　　　所有者
　（地域利用の原則）
第３条　地域利用に供するに当たっては、次の各号を原則とする。
(１)　地域住民は、第１条に定める範囲内において集会室を利用することができる。
(２)　利用資格者は、自治会、町会その他公共的団体とする。
(３)　集会室の利用者が、故意又は過失により集会室の建物を損傷し、又は備品等を毀損し若しくは紛失したときは、利用者の負担においてこれを修繕し、又は修繕に要する費用を負担するものとする。
　（利用料）
第４条　乙は、利用者から実費相当の集会室利用料を徴収できるものとする。
　（細目）
第5条 乙は、集会室の運営、利用及び利用時間等に関する細目について、大田区開発指導要綱及び本協
定の趣旨に則り、別途定めることができる。

　（継承）
第６条　　乙が、集会室に係る建物の全部及び一部を第三者に譲渡するときは、乙は当該譲受人（建物の区分
所有等に関する法律の規定に基づく、区分所有者の団体を含む。）に本協定を継承させるものとする。この場
合において、本協定中乙とあるのは、当該譲受人と読み替えるものとする。
２　前項の場合において、乙は第三者に継承した旨を遅滞なく甲に通知しなければならない。
　（疑義の決定）
第７条　本協定条項又は本協定に定めのない事項について疑義が生じたときは、甲乙協議のうえ決定するもの
とする。
　この協定を証するため本協定書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ各自１通を保有するものとする。
　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　大田区

東京都大田区蒲田五丁目13番14号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大田区長　　　鈴　木　晶　雅
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